
ただいま新築・リフォーム着工中

「西山の麓」　

新築工事/大原野灰方町

担当：藤田 【設計】

担当：小野

「丘の家」　

新築工事/大原野灰方町

いよいよ内部仕上げ、左官工事に入りま
す。壁が白く仕上がると、今までとは雰囲
気がガラリと変わります。木と漆喰ででき
た家は調湿効果が高く、一年を通して快
適な環境を整えます。4月にはついに完
成を迎えます。見学会のご来訪、ぜひご
予定ください。

左官工事

清水流絵手紙師範のオーナー様の
作品展示会も開催いたします。

10:00~16:00
4月1日土・2日 日

西山の麓 完成見学会 

1部10:00~11:30
2部13:00~14:303月5日 日

快適な暮らしに欠かせない
温熱環境の要「断熱材」を
実際にご覧いただけます。

丘の家 断熱勉強会 新築工事/大原野灰方町

配線工事
断熱材の施工前に、電気配線や排水管などの設置を行
います。家を人間に例えると、血管や神経など、表面に見
えない部分の工事にあたります。

「俺にとっての自然」基礎工事

丁張の高さの基準をもとに、建
物の位置、高さが計画通りかを
確認します。建物は移動できま
せんので、位置確認
はとても重要です。
敷地に高低差があ
る場合は、深基礎で
対応します。

担当：藤田 【設計】

担当：藤田 【設計】

寺院の部分改修工事

昔からこの界隈では漆喰ではなく、深草大亀谷の
土を使った土塀が主流です。お寺様から以前修理
されたが、イメージと違い弊社に依頼頂きました。古い土を再利
用して、イメージ以上に仕上がったと、満足いただけました。

大仏様がおられる本堂の為、天井が高く、照明器具や電球交換も
一大事、それを改善する工事をさせて頂きました。床は、吉野檜
張り、一切傷はつけれません。終始緊張しました。

御参りの際には皆様が必ず使われる手水舎、お寺に来られた際
には落ち着いた気持ちを感じて頂きたいと、和尚様が常々いわ
れてます。お水を汲む際にも気遣いをと、考えての改修工事です。

醍醐寺の街道沿いの土塀改修工事

御室大仏様の阿弥陀様のおられる本堂の照明工事

手水舎の蛇口の修理工事

3月11日　　 日・12日
第１部：10:00～11:30 

「土地・資金計画と準備」「小野建築設計の家づくり」
第２部：13:00～14:30 
参加費無料／うぐいす台モデルハウスにて

のんびり舎にて

薪サウナの使い方・五右衛門風呂体験

大原野の里山で自然を感じながら薪の火の軟らかな温か
さを体感してみませんか。お昼にはおくどさんで豚汁を作
ります。 より、お問い合わせ・お申込みください

または、webサイトお問合せフォーム電話：075-335-2254

参加費無料
10：00～15：00

＜火の使い方講座＞
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＜開場 ：10~17 時
水曜・祝日定休＞　
ご来場の際はご一報ください。
所在地：長岡京市うぐいす台 170-13
電話　：075-925-8876

Ｎ

家づくり勉強会
土

自然の多く残る大原野をめぐり、大原野の自然や地域を知る
毎年人気のツアー。ぜひご参加ください。

春の大原野を歩いて・見て・感じてみませんか。

西山の四季や暮ら
しを、遊びを通して
体験するイベント

大原野の土地や環
境から家づくりを
学ぶイベント

春ののんびり暮らし移住ツアー

のんびり体験会

家づくり勉強会

3月26日 日 9：00～12：30
参加費無料／のんびり舎集合

｜開催情報｜
＜うぐいす台モデルハウスぜひご体感ください！！＞＜うぐいす台モデルハウスぜひご体感ください！！＞

※ツアー・見学会・勉強会はすべて予約制です

予 告 竹の子掘り体験
4月16日 日 10：00～14：00

10：00～15：00

のんびり体験会

3月12日 日

竹やぶ整備体験（土入れ）

竹やぶの手入れをしてみませんか。竹の子を作ってみた
い方や、環境について楽しみながら考える会です。

竹の子の状況により日程変更の可能性があります

｜活動報告｜

竹林を預かり、整備しています

1月29日のんびり舎で、竹やぶ整備を行いました

「のんびりツアー　竹やぶ整備」

竹の整備に関するイベントを開催します

西山のすそに広がる「竹林」は、ここで暮らす私たちにとっ

て、とてもなじみ深い風景です。竹林は、手入れをされ美し

い里山の景観を護ってきました。

しかし、時代の変化とともに竹の需要が減り、担い手不足も

あいまって放置される竹林が増えてきました。荒廃竹林は

地滑りの原因や、1年間で1ヘクタールあたり7%も広がると

いわれ、隣の敷地を圧迫していきます。

3組7名の方にご参加いただき、北側の竹林から、倒れた

竹の整備・立ち枯れした竹の間伐を行いました。比較的

平らで陽当たりの良い位置に、藁を敷き、春に竹の子が採

れるようにしています。

おくどさんで炊いた昼食を食べながら、改めて里山の自

然やその恩恵を感じながら、ひとときを過ごしました。

「のんびり暮らし」の一環として竹やぶを整備し、体験を通

してたくさんの人に大原野の風土を知っていただく場を

作っています。

整った町並みは私たち地域の人だけではなく、訪れる人

やこれから移り住む人にとっても魅力的に映るのではな

いでしょうか。私たちは竹やぶを手入れし、環境を整備す

ることで、大原野の竹林を昔のような美しい景観に変えて

いきたい。そのためには、一緒に手入れをしてくれる人が

もっと必要だと感じています。

参考：natural life10月号 2018年 （株）小野建築設計

▲以前に切り倒された竹を玉切りして、集積場所へ運ぶ。風雨、積
雪によって倒れた竹で周囲建物や竹林に被害を出さないように
整備しました。

※イベントは全て予約制です。お電話または、webサイトよりご予約ください


